
４
月
１
日
付
け
で
組
織
改
編
と
人
事
異

動
を
実
施
。

「
ひ
と
・
ま
ち
が
輝
く 

未
来
創
造
・
港
湾

都
市 

Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
」を
都
市
像
に
掲
げ

る「
第
７
次 

舞
鶴
市
総
合
計
画
」が
２
年
目

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ

く
り
の
基
盤
を
も
と
に
、本
市
の
豊
か
な
自

然
、歴
史
、文
化
、本
市
最
大
の
地
域
資
源
で

あ
る「
海
・
港
」を
活
か
し
、企
業
立
地
や
地

域
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
、先
端
技
術
を
活
用
し

た
便
利
な
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
対
し
、ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
対
応

を
目
指
し
ま
す
。

■
組
織
改
編
な
ど

�
舞
鶴
版Society5.0 

推
進
本
部 

企
業
誘

致
チ
ー
ム
の
新
設

高
速
道
路
網
の
完
成
、日
本
海
側
唯一の

拠
点
港
で
あ
る
京
都
舞
鶴
港
を
有
す
る
優

位
性
と
可
能
性
を
最
大
限
に
活
か
し
た
企

業
誘
致
や
新
た
な
産
業
の
立
地
、本
市
経

済
を
支
え
る
元
気
な
中
小
企
業
の
育
成
と

支
援
を
、全
庁
体
制
で
、ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
、戦
略
的
に
進
め
て
い
く
た
め
新
設
。

�
Ｊ
Ｍ
Ｕ
雇
用
対
策
・
関
連
企
業
支
援
担
当

（
次
長
級
）の
新
設

Ｊ
Ｍ
Ｕ
舞
鶴
事
業
所
の
商
船
部
門
か
ら

の
撤
退
に
よ
る
、地
域
の
経
済
や
雇
用
へ
の

影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、市
が
先
頭

に
立
ち
、国・府・商
工
会
議
所
な
ど
関
係
機

関
と
連
携
し
、雇
用
対
策
や
関
連
事
業
所
の

経
営
支
援
の
ほ
か
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
、家
族
の
生
活
な
ど
に
関
す
る
相
談
に
対

応
す
る
た
め
産
業
振
興
部
に
配
置
。

�
商
工
振
興
担
当
課
長
の
新
設

意
欲
あ
る
事
業
者
を
後
押
し
し
、積
極
的

に
創
業
支
援
や
商
工
振
興
に
取
り
組
み
、府

や
商
工
会
議
所
な
ど
関
係
団
体
と
の
連
携

体
制
の
強
化
、市
内
中
小
企
業
者
の
異
業
種

交
流
や
新
た
な
事
業
展
開
、経
営
相
談
や
事

業
継
承
な
ど
に
対
す
る
支
援
を
総
合
的
に

推
進
す
る
た
め
、産
業
創
造
・
雇
用
促
進
課

に
配
置
。

�
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
担
当
課
長
の
新
設

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
や
パ
ー
ム
油
を
燃

料
と
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
、太
陽
光
発
電

な
ど
、環
境
負
荷
が
少
な
く
、持
続
的
で
自

立
的
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入
し
、

地
域
か
ら
発
電
さ
れ
る
電
気
を
地
域
内
で

利
用
す
る
こ
と
で
、エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
の
地

産
地
消
を
図
り
、さ
ら
に
災
害
時
の
非
常
電

源
を
確
保
す
る
な
ど
、地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
施

策
を
統
括
、推
進
す
る
た
め
、生
活
環
境
課

に
配
置
。

�
交
通
政
策
担
当
課
長
の
新
設

日
本
初
と
な
る
バ
ス
、タ
ク
シ
ー
、住
民
同

士
の
送
迎
を
組
み
合
わ
せ
た
共
生
型
Ｍマ

ー

ス

ａａ
Ｓ

「ｍｅミ
ー
モ
ｅｍｏ
」の
実
証
実
験
に
よ
り
、住
民
の

利
便
性
向
上
と
交
通
事
業
者
の
担
い
手
不

足
を
解
消
す
る
打
ち
手
に
な
り
得
る
の
か

を
検
証
し
、共
生
社
会
に
お
け
る
新
た
な
公

共
交
通
の
構
築
を
目
指
す
と
と
も
に
、将
来

に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
交
通
体
系
の
実
現

に
向
け
、企
画
政
策
課
に
配
置
。

�
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
・
利
活
用
促

進
担
当
課
長
の
新
設

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
基
盤
と
し
た
安

全
・
安
心
で
利
便
性
の
高
い
デ
ジ
タ
ル
社
会

と
公
平
で
効
率
的
な
行
政
の
構
築
を
目
指

し
、Society5.0

社
会
の
国
民
共
有
の
基
盤

と
し
て
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促

進
と
市
民
に
と
っ
て
有
効
な
利
活
用
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、組
織
横
断
的
に
推
し
進
め

る
た
め
総
務
課
に
配
置
。

�
医
療
的
ケ
ア
児
支
援
担
当
課
長
の
新
設

日
常
的
に
家
庭
で
人
工
呼
吸
器
の
使
用

や
経
管
栄
養
、喀
痰
吸
引
な
ど
の
医
療
的
ケ

ア
が
必
要
な
子
ど
も
を
持
つ
家
族
の
負
担

軽
減
な
ど
支
援
策
の
充
実
の
た
め
、医
療
、

保
健
、福
祉
、保
育
、教
育
等
関
係
部
署
の
連

携
体
制
を
強
化
し
、こ
れ
ら
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
を一体
的
か
つ
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、

子
ど
も
支
援
課
に
配
置
。

■
女
性
職
員
の
活
躍
推
進

異
動
の
規
模
は
職
員
７
９
７
人
中
２
３
０

人
。令
和
元
年
度
の
退
職
者
は
34
人
、令
和

２
年
度
の
採
用
者
は
20
人
。職
員
総
数
は
８

１
１
人
か
ら
７
９
７
人
へ
、14
人
の
減
。女
性

職
員
の
割
合
は
40
・
８
㌫
、係
長
に
女
性
が

占
め
る
割
合
は
31
・
９
㌫
、管
理
職
に
女
性

が
占
め
る
割
合
は
20
・
０
㌫（
い
ず
れ
も
病

院
と
消
防
を
除
く
）。

■
人
事
異
動

【
部
長
】(　

)

内
は
前
役
職

▽
総
務
部
長（
議
会
事
務
局
長
）岡
野
昌
和

▽
健
康
・
子
ど
も
部
長（
子
ど
も
総
合
対
策

室
長
兼
幼
稚
園・保
育
所
課
長
兼
乳
幼
児
教

育
セ
ン
タ
ー
所
長
）田
中
昭

▽
産
業
振
興
部
長（
観
光
ま
ち
づ
く
り
室

長
）小
谷
裕
司

▽
議
会
事
務
局
長（
産
業
振
興
部
付
次
長

（
京
都
府
北
部
地
域
連
携
都
市
圏
振
興
社

派
遣
））櫻
井
晃
人

令
和
２
年
度

組
織
改
編

人
事
異
動

岸田由紀子 さん

福知山市福祉保健部
子ども政策室

この度、福知山市福祉保健部子ども政策室に配属され、
児童虐待対応を担当することになりました。

福知山市では、子育てに関する窓口を子ども政策室に一
本化し、妊娠期から子どもの自立期（概ね１８歳）までの子
育て家庭へ切れ目ない支援を行っています。児童虐待が
発生してからの対応はもちろんですが、予防の視点も重視
し、保健師や社会福祉士、家計相談員など多職種が家庭に
寄り添い、他機関と連携しながら支援を行っています。その
ノウハウを学び、さまざまな経験を積み、舞鶴市の子育て支
援に活かせるよう職務に励みます。

人
事
交
流

福
知
山
市

と
宮
津
市

10
年
後
、20
年
後
、30
年
後
を
見
据
え
、持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
上
で
京

都
府
北
部
地
域
５
市
２
町
が
、さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で「
相
互
連
携
」と「
役
割
分
担
」に
よ

り
、圏
域
全
体
が
活
性
化
す
る
広
域
連
携
施

策
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

「
京
都
府
北
部
地
域
連
携
都
市
圏
ビ
ジ
ョ

ン
」を
推
進
し
、さ
ら
に
深
化
さ
せ
る
た
め
、

平
成
30
年
に
は
京
丹
後
市
と
、令
和
元
年
度

に
は
福
知
山
市
と
人
事
交
流
を
行
い
ま
し

た
。今
年
度
は
、福
知
山
市
、宮
津
市
と
の
間

で
人
事
交
流
を
行
い
、さ
ら
な
る
情
報
の
共

有
や
事
業
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

伊庭弥広 さん

舞鶴市産業振興部
みなと振興・国際交流課

みなと振興・国際交流課で、港を核にした産業振興に関
する業務を担当しています。

海の風景や潮の香り、古くから交易などの場として栄え
た歴史や培われた文化、それを彷彿とさせる街並みも含
めて、多くの魅力に溢れ知的刺激を与えてくれる「みなと」
に、私はすでにファンになっています。

一人の職員・ファンとして、より深く地域の文脈を探求
し、それを大切にしながら、市民の皆さんと力を合わせて
舞鶴市、府北部地域の持続可能な発展に貢献したいと思い
ます。

本村賢吾 さん

宮津市企画財政部
企画課

宮津市で、府北部7市町の広域連携に関する業務などを
担当しています。

全国的に人口減少や少子高齢化が進む中、将来にわたり
府北部地域を持続可能で一定の都市機能を有する地域と
していくために、それぞれの市町が強みを活かした主役と
なる一方で、自治体の枠を超えた連携の推進で、共通課題
には互いに補い合うことが必要不可欠だと思います。新た
な環境に身をおき、新しい人とのつながりを大事にしなが
ら、広い視野や知識、経験を培い、府北部地域発展の一助と
なれるよう日々の職務に励みます。

石塚純 さん

舞鶴市総務部
情報システム課

4月から情報システム課で舞鶴市の業務に携わること
になりました。

働き方改革、業務改善が求められている中、近隣市町
でいち早くRPA、AI-OCRといった先進技術の導入を進め
てこられた舞鶴市のノウハウを学びながら、業務改善、時
間短縮が実現した結果、その時間で市民の皆さんのため
に何ができるのかといったことを考え、業務に励んでい
きたいと思っています。

また、今後さらに府北部7市町の連携は必要となってきま
すので、人とのつながりを築き大切にしていきたいです。

INE

KYOTANGO

FUKUCHIYAMA AYABE

MAIZURU

MIYAZU
YOSANO
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福知山へ福知山から

宮津から 宮津へ

▲
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

詳
細
を
掲
載
中
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